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販売用資料が「UCDAアワード2018」を受賞 

損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社（以下「当社」）の作成する販売用資料が、
一般社団法人ユニバーサルコミュニケーションデザイン協会（以下「UCDA」）主催の 「UCDA        
アワード2018」において、最高賞にあたる「UCDAアワード2018」 ※を受賞しました。 

 
※「UCDAアワード2018」 は、評価者である専門家および生活者の両者による評価が総合的に高いと 
 判断された情報媒体に与えられる賞です。 

当社では、2017年5月に「顧客本位の業務運営に関する原則」の採択と「お客さま第一の実践に向けた 
アクションプラン」の公表を行っています。その実践のひとつとして「お客さまに安心してファンドを保有していただく 
ための有益な情報提供・資料作成」に取り組んでいます。 
この販売用資料についても、ファンドのコンセプトをわかりやすく伝える工夫を行いました。 
具体的には、資産形成の必要性をお金の相談をしながら理解していただけるストーリー仕立ての説明としました。 
また、見やすさという点では、情報量、文字の大きさやグラフの見せ方などを工夫しています。 
今後もお客さまの視点に立ち、わかりやすく、見やすい販売用資料の作成に取り組んで参ります。 

「UCDAアワード2018」  
投資信託分野                           
対象資料：「ターゲット・リターン戦略ファンド 
        （愛称 ターゲット４Ｕ）」   
        販売用資料 
 

主な受賞理由： 
■ 1ページあたりの情報量が少なく、読みやすい 
■ 色彩設計や表組みが効果的に情報を伝えて 
    おり、要点を掴みやすい 
■ 統一感のあるデザインを取り入れ、全体を把握 
    しやすい 

フォーユー 

PDF http://www.sjnk-am.co.jp/fund/0983/hs.pdf 
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「UCDAアワード2018」について 

企業（団体）・行政が生活者に発信するさまざまな情報媒体を、産
業・学術・生活者の知見により開発した尺度を使用して「第三者」が
客観的に評価し、優れたコミュニケーションデザインを表彰するものです。 

UCDA（一般社団法人ユニバーサルコミュニケーションデザイン協会）について 

産業・学術・生活者の議論によって「わかりやすさ」の基準を策定し、情報コミュニケー

ションが生活者にとって「見やすく、わかりやすく、伝わりやすい」デザインであるかを評価・

認証する国内唯一の第三者機関です。 

（ご参考）関連資料（タイトルをクリックするとPDFファイルが開きます） 

● 「お客さま第一宣言」の公表および「お客さま第一委員会」の設置について（2016年3月）  

● 「顧客本位の業務運営に関する原則」の採択と「お客さま第一の実践に向けたアクションプラン」の公表  

 （2017年5月） 

アワード詳細 https://ucda.jp/award/award2018.html 

「ターゲット・リターン戦略ファンド（愛称 ターゲット４Ｕ）」の販売会社につきましては、以下の当社ウェブサイトよりご覧いただけます。 
http://www.sjnk-am.co.jp/fund/0983/sales.html 
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